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PCB 曝露は食事経由でヒトの体内に入ってくるため、食事調査（以下 FFQ）から PCB 曝露評
価が可能であれば、FFQ は簡便な一つの指標となる。そこで、FFQ による魚介類の摂取頻度
と血中 PCB 濃度との間の関係について検討し、若干の知見を得たので報告する。	 
【方法】(1)対象者	 本研究は、2011 年 2 月から 2012 年 8 月までのエコチル調査の千葉地
域でリクルートでした母親 559 人と父親 48 人を対象とした。リクルート時には、全員にイ
ンフォームドコンセントを行い、同意を取得した。(2)食事調査(FFQ)	 FFQ 回答率が 60％
未満および魚摂取頻度 0.63（＝月 1 回未満）の対象者を除外し、母親 522 人と父親 44 人を
対象に解析を行った。(3)血中 PCB 濃度	 ヒト残余生体試料（M-T1 血清）を分析用試料とし、
パックドカラム GC/ECD 法により全血中の PCB 濃度を測定した。	 
【結果および考察】(1)	 父親の平均年齢は 32.9±6.5 歳（21 歳～50 歳）、母親の平均年齢
は 30.6±5.1 歳（17 歳～43 歳）だった。父親・母親ともに年齢の増加に伴い、血中 PCB 濃
度が高まる傾向が分かった。(2)	 血中 PCB 濃度と食事調査(FFQ)	 父親の魚摂取頻度によ
り 2 つの群に分けると、摂取頻度が多いと摂取量が多く、血中 PCB 濃度が高い傾向となっ
た。同様に母親においても、摂取頻度が多いと血中 PCB 濃度が高い傾向が見られた。	 
【まとめ】以上、父親の魚摂取頻度と血中 PCB 濃度との間の関係について検討した結果、
FFQ の摂取頻度が多いと摂取量が多く、血中 PCB 濃度が高い傾向にあることが分かった。母
親においても魚摂取頻度と血中 PCB 濃度とに関連が見いだせた。	 
	 
	 	 
